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失敗事例のタイトル  
	
 ステンレス鋼管の液体金属脆化 

一次原因（材料要素）  
	
 液体金属脆化 

機種  
	
 鋼管 

部品  
	
 管 

材料	
 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
	
 SUS304 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	
 亜鉛引き針金を巻きつけていたために、微量の亜鉛が付着していた SUS304 ステンレス鋼管を高周波曲げ加
工したところ、脆性的に破壊した(図 1)。 

調査内容とその結果  
	
 割れ部分をミクロ組織観察した結果、完全な粒界破壊を示した(図 2)。 

損傷発生のシナリオ  
	
 SUS304 ステンレス鋼管が、微量ではあるが金属亜鉛が付着したまま高温に加熱されて曲げ加工による応力
が負荷されたために，溶融した亜鉛により液体金属脆化により粒界破壊した。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 ステンレス鋼管を高温加熱する際には，例え微量といえども亜鉛のような易融金属の接触は絶対に避けねば

ならない。 

教訓  
	
 液体金属脆化は、例え微量の易融金属の付着でも容易に起こる。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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